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大阪公立大学共同出版会設立総会のもよう

事務局担当メンバー金井氏とW.WORKSの３人

設立総会後のパーティーでの一コマ

　
記
念
祝
賀
会
も
和
や
か
に
催
さ
る
。

　
去
る
２
月
17
日
午
後
一
時
よ
り
、
大

阪
府
立
大
学
学
術
交
流
会
館
に
お
い
て
、

予
て
か
ら
準
備
中
で
あ
っ
た
大
阪
公
立

大
学
共
同
出
版
会
総
会
が
挙
行
さ
れ
た
。

は
じ
め
に
、
今
回
が
設
立
総
会
の
た
め
、

発
起
人
89
名
の
過
半
数
を
も
っ
て
成
立

す
る
こ
と
の
同
意
を
得
た
上
で
、
出
席

者
25
名
、
委
任
状
56
名
で
総
会
が
成
立

し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
れ
を
受

け
て
総
会
の
議
長
を
桑
原
孝
雄
氏
に
委

嘱
し
、
議
事
が
粛
々
と
し
て
進
行
し
た
。

ま
ず
、
本
総
会
の
議
事
録
署
名
人
足
立

泰
二
と
小
股
憲
明
が
認
め
ら
れ
、
議
題

に
先
立
ち
本
出
版
会
の
設
立
に
至
っ
た

経
過
報
告
が
さ
れ
た
。
次
い
で
議
題
が

逐
条
審
議
さ
れ
た
。

一
　
設
立
趣
意
書
が
承
認
さ
れ
た
。
（
事

後
）

二
　
規
約
案
が
一
部
文
言
の
変
更
を
し

た
上
で
承
認
可
決
さ
れ
た
。

三�

事
業
計
画
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
承

認
可
決
さ
れ
た
。

四�

会
員
募
集
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

承
認
可
決
さ
れ
た
。

五�

評
議
員
お
よ
び
役
員
の
選
出
に
つ
い

て
は
別
表
の
通
り
選
任
し
、
承
認
可
決

さ
れ
た
。

六�

そ
の
他

　
理
事
長
が
任
命
す
る
事
務
局
を
担
当

い
た
だ
く
金
井
一
弘
氏
、
難
波
美
都
里

さ
ん
を
は
じ
め
と
す
るW

.
W
O
R
K
S

（
本
出

版
会
と
一
部
業
務
委
託
を
予
定
）
の
紹

介
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
た
。

　
予
定
時
刻
内
に
議
事
は
滞
り
な
く
終
り
、

議
長
退
任
、
さ
ら
に
閉
会
が
宣
言
さ
れ
た
。

　
総
会
終
了
後
、
同
会
館
ロ
ビ
ー
に
お

い
て
設
立
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
が
金
井
一
弘

氏
の
司
会
で
進
め
ら
れ
、
出
席
者
か
ら

こ
れ
ま
で
の
経
過
の
思
い
出
の
他
、
こ

れ
か
ら
の
抱
負
、
希
望
な
ど
が
披
露
さ

れ
た
。
出
版
会
の
門
出
に
当
た
り
出
版

事
業
の
展
開
を
祈
念
し
つ
つ
、
和
や
か

な
中
に
も
力
強
い
決
意
が
漲
る
も
の
で

あ
っ
た
。

　
　

■
評
議
員�

大
阪
市
立
大
学

南
斎
征
夫
（
工
）
石
井
廣
湖
、
木
野
茂
、

谷
口
誠(

理
）
小
西
洋
太
郎
、
冨
樫
頴
、

中
谷
延
二
、
西
成
勝
好
、
畠
中
宗
一
、

山
口
英
昌
（
生
活
科
学
）
正
木
八
郎
（
経

済
）
福
島
昭
治
、
吉
川
純
一
（
医
学
）

八
木
孝
昌
（
市
大
生
協
）

大
阪
府
立
大
学

上
村
雄
彦
、
津
戸
正
廣
、
永
田
誠
、
綿

貫
伸
一
郎
（
経
済
）
岩
田
耕
一
、
木
田

輝
彦
、
南
努
（
工
）
足
立
元
明
、
阿
部

康
夫
、
泉
勝
俊
、
上
原
赫
、
岡
邦
雄
、

小
川
宏
蔵
、
林
壽
郎
、
古
田
雅
一
、
溝

畑
朗
（
先
端
研
）
上
田
純
一
、
前
川
寛

和
（
総
合
科
学
）
安
本
正
男
（
府
大
生
協
）

阿
部
一
博
、
池
田
英
男
、
今
西
英
雄
、

上
田
悦
範
、
大
木
理
、
大
橋
文
人
、
荻

野
芳
彦
、
尾
崎
武
司
、
桂
瑛
一
、
清
田
信
、

小
山
修
平
、
小
林
宏
至
、
樽
本
勲
、
馬

場
栄
一
郎
、
原
田
二
郎
、
林
英
雄
、
姫

野
道
夫
、
堀
内
昭
作
、
増
田
昇
、
宮
武

和
孝
、
村
瀬
治
比
古
、
森
源
治
郎
、
森

田
尚
文
、
文
字
信
貴
、
山
口
裕
文
（
農
・

生
命
）

大
阪
女
子
大
学
　

杉
山
雅
夫
、
竹
下
豊
、
広
田
哲
通
、
正

木
建
治
、
丸
山
高
司
（
人
文
社
会
）
唯

木
次
男
、
浜
田
昇
（
理
）

大
阪
府
立
看
護
大
学
　

臼
井
キ
ミ
カ
、
津
村
智
恵
子
、
中
塘
二

三
生

大
阪
府
立
看
護
大
学
短
期
大
学
部

井
上
健
、
笹
山
忠
則
、
芝
原
章
、
高
橋

研
一
、
中
村
浩

■
役
員

理
事
長･･

桑
原
孝
雄
（
大
阪
府
立
大
学
）

常
務
理
事･･

足
立
泰
二
（
大
阪
府
立
大
学
）

小
股
憲
明
（
大
阪
女
子
大
学
）

理
事･

･

平
澤
栄
次
、
湯
浅
勲
、
田
畑
理

一
（
大
阪
市
立
大
学
）
石
井
実
、
太
田
宏
、

堂
丸
隆
祥
、
駿
河
輝
和
（
大
阪
府
立
大
学
）

三
田
朝
義
（
大
阪
女
子
大
学
）
北
村
肇
（
大

阪
府
立
看
護
大
学
短
期
大
学
部
）�

監
事･

･
圓
藤
吟
史
（
大
阪
市
立
大
学
）

高
辻
功
一
（
大
阪
府
立
看
護
大
学
）
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Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｐ
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
決
定

し
ま
し
た
。
こ
の
マ
ー
ク
は
、W

.
W
O
R
K
S

の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
金
山
久
美
さ
ん
の

考
案
に
よ
る
も
の
で
、
５
つ
の
輪
は
そ

れ
ぞ
れ
出
版
会
に
参
加
す
る
５
つ
の
公

立
大
学
を
表
し
て
い
ま
す
。
５
つ
の
大

学
が
力
を
合
わ
せ
て
出
版
会
を
支
え
合
い
、

今
後
の
発
展
の
願
い
を
込
め
て
、
こ
の

マ
ー
ク
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
ま
し
た
。
Ｏ

Ｍ
Ｕ
Ｐ
か
ら
出
版
さ
れ
る
図
書
に
も
、

こ
の
マ
ー
ク
が
入
り
ま
す
。
出
版
会
共
々
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
第
一
号
出
版
物
が

　
　
　
　
　
　
三
月
中
に
発
刊
の
予
定

Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｐ
の
門
出
を
飾
る
第
一
号
出
版

物
は
、H

ow
 to O

vercom
e B

reeding 
B

arriers 
by 

M
eans 

of 
Plant 

B
io

te
c

h
n

o
lo

g
y

?
(

略

記

名

: 
O

V
E

R
C

O
M

IN
G

 
B

R
E

E
D

IN
G

 
B

A
R

R
IE

R
S IN

 TO
M

ATO

、
ト
マ
ト

に
お
け
る
育
種
障
害
の
克
服)Adachi

（
府

立

大

）Im
an

ish
i

（

山

形

大

） 
H

offm
ann

（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
ア
ー

ヴ
ィ
ン
校
）
の
編
著
で
、
三
月
中
に
発

刊
の
予
定
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
二
回
に
わ
た
る
国
際
会

議
の
成
果
を
踏
ま
え
、
ト
マ
ト
に
限
定

し
た
各
種
の
植
物
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ 

ジ

ー
を
モ
ノ
グ
ラ
フ
的
に
と
り
ま
と
め
た

も
の
。
こ
れ
か
ら
益
々
重
要
性
を
増
す
、

再
生
可
能
な
資
源
と
し
て
の
植
物
の
遺

伝
的
改
善
策
を
論
じ
た
学
術
書
と
い
え
る
。

 

日
本
図
書
コ
ー
ド
管
理
セ
ン
タ
ー
よ
り

Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｐ
独
自
の
Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
コ
ー
ド
も

取
得
し
ま
し
た
。
本
の
制
作
の
依
頼
を

受
け
つ
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
ん
ど

ん
お
申
付
け
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
学
問

の
面
白
さ
楽
し
さ
を
伝
え
る
共
著
の
企

画
中
で
す
。
会
員
の
皆
様
へ
近
々
ご
提

案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ 

 

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
ち
な
み
に
、
Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
４-

９
０
１
４

０
９
で
す
。
Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
は
国
際
標
準
図

書
番
号
の
略
で
、
４
は
日
本
の
番
号
で
、

９
０
１
４
０
９
が
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｐ
の
番
号
で
す
）

  

　　
先
の
二
月
十
七
日
に
立
ち
上
が
っ
た

ば
か
り
の
大
阪
公
立
大
学
共
同
出
版
会

で
す
が
、
多
方
面
か
ら
高
い
関
心
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
掲
載

さ
れ
た
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｐ
関
連
記
事
は
、
以
下

の
通
り
で
す
。

・
日
本
経
済
新
聞
　
二
月
十
四
日
夕
刊
「
大

阪
の
五
公
立
大
教
授
ら
共
同
で
出
版
会

設
立
」

・
毎
日
新
聞
　
二
月
十
四
日
朝
刊
「
学

術
書
出
版
に
90
人
の
知
恵
結
集
」
府
内

の
五
公
立
大
研
究
者
が
会
設
立

・
読
売
新
聞
　
三
月
二
日
朝
刊
「
大
学

の
垣
根
を
超
え
出
版
会
」
府
内
の
五
公

立
大
研
究
者
が
設
立

・
日
経
新
聞
　
三
月
三
日
夕
刊
「
学
術

書
出
版
へ
新
組
織
」

　
そ
の
他
、
今
後
二
、
三
の
新
聞
に
掲

載
予
定
が
あ
り
ま
す
。


